
１）書きたい題材を決めます！
今回は、ターナーさんのPR記事の場合で進行します。
シンプルに、絵の具のレビューを依頼いただきました！

２）どうしたら絵の具の魅力を伝え
られるかを考えます

作品のアプローチ 解説のアプローチ



３）情報解禁を守りつつ、現物が
届きましたらTwitterで実況します

ということで、結構途方もない時間がかかりますｗ

たゆまぬ努力で絵の具検索は作られていますｗ

４）絵の具検索用 色見本を作ります
絵の具検索用DBデータ作成 印刷用線画データ作成

（色名を毎回差し替える必要がある）

ウォーターフォードホワイトに色を塗る スキャンして全色補正をかける
（紙とモニターで出来るだけ近い色に
なるように！）

1色づつバラシてブログのサーバに
アップロード

絵の具検索記事を1色づつ完成させる



面倒そうな手順ですが、失敗してももう

1回印刷すれば描き直せるということです！

５）作例を描きます。

色見本を作ったら（実際は並行しての作業が多い）色の癖が分かるので、
それを生かした絵になるよう作例を描きます。
今回はシナバーとペールウェステリアを中心にしたかったので赤白の面積
が多くなるモチーフにしました。

下書きはトレペで左右反転しなが
ら。

一旦PCでデッサン狂いを直してから
プリントアウトし、薄いコピー用紙にペ
ン入れ。

ペン入れしたものをさらにスキャンし
て補正し、水彩紙に印刷。
カラーラフも描く

塗りは動画を撮ったり撮らなかったり。
今回は撮影しながら塗りました。



６）あとはひたすら本文を書く！

１～５の内容を作っているときに、何を書くかは大体決まります。
５まで来てやっと素材がそろったので、後はひたすら文字を書いていきます。

　最初に見出しを書く
→画像とTwiterのつぶやきを並べる
→後から本文を書く
の順番で書くと、割とスムーズに書くことが出来ます。
５まで行った時点で体力的には満身創痍なのでｗ適度にお休みを取りな５まで行った時点で体力的には満身創痍なのでｗ適度にお休みを取りな
がら解説を書いていき、完成です！

Ｑ：どのぐらい時間が
かかるの？
Ａ：絵の具解説記事なら

早くて3週間、遅くて2か月

かかります。

（色数によります）

　他の解説記事だと早くて

３時間ぐらいで書けるので、

並行して進めます。並行して進めます。
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